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CHOFU  リフォームフェスタに是非お越しください 
会場：松山市大可賀 2 丁目 1 番 28 号 アイテムえひめ  

日時：4 月 14 日（金）13：00～17：00 15 日（土）9：00～16：00 

長府製作所製の給湯器、システムキッチン、システムバスを特別価格で全力応援させていただきます。 

●ご来場記念にミズノスポーツタオルをプレゼント（リフォームフェスタ案内封筒と引換） 

●先着 30 名様のお子様にくまモンのノートをプレゼント 

●エアコンオークション ●ご成約プレゼントもあります  

ご来場ご希望の方は御招待状をお渡し致しますので、お申し付けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
水・熱・米・くらしのパートナーショップ                  

玉井産業株式会社 
松山市森松町 650-1 

0120-39-0065 
砥部町 

 

信号より約 150ｍ 

松山市 

伊予銀行森松支店 

東温市 

伊予鉄森松営業所 

当社 

水・熱・米・くらしのパートナーショップ通信 平成２９年 3月号 ＮＯ.４5 
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水まわり全般 
 

●蛇口の水漏れ修理・取替 

●漏水調査・修理 

●トイレ・排水詰まり 

●浄化槽施工管理・下水切替工事 

●打抜き工事（地下水利用） 

●家庭用ポンプ取替 

●浄水器・水素水・軟水器など  

 

 

 

 

各種給湯器 
 

●ガス（エコジョーズ） 

●電気（エコキュート） 

●灯油（エコフィール） 

●ハイブリッド給湯器（ガス+電気） 

●太陽熱温水器 

●太陽光発電 ●蓄電池 

●燃料電池（エネファーム） 

 

 

 

 

玄米・白米・米粉販売 
 

●県内外の美味しいお米を取り扱

っています。 

●米粉、玄米粉 

 
無洗米もおすすめです 

 

 

熱 米 水 

ちょっと困った事をおまかせ下さい 



◎東日本大震災被災地の方の声 茨城県・30 代 
我が家でもガスを使用しています。3 月の地震の際も電気は止まってしまいましたがガスが使えたので調理に大変役立ちました。

世間ではオール電化が普及しガスを使っているのが時代遅れな感じはしてましたが、奇しくも震災という大災害の時に時代遅れな

どと思っていた自分がはずかしくなりました。いつ起こるか分からない大災害の時に機能するものこそ長く使っていきたいのもだ

と感じました。                           （日本 LP ガス協会実施したＷＥＢサイトキャンペーン資料より抜粋） 

 

        愛媛県では 1 万６,000 人の死者が出ると予想されています

 

 

 

 

                                                               

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

●震災直後の LP ガス利用を支えた軒下在庫 、LP ガスは他のエネルギー利用者のお役に！ 
 

仙台の都市ガスエリア内で、LP ガスを使用している家庭は、自身も被災したが、ガスが切れなかった為、周りの都市ガス使用者や
オール電化住宅の利用者に、お風呂を提供し、感謝された。（H23 年 3 月現地情報より） 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
●避難所で活躍する LP ガス 

●県内被害想定 
南海トラフ巨大地震とは、現時点の最新の科学的知見に基づき想定した、南海トラフで発生しうる最大クラスの地震のことで、発

生する可能性は極めて低いものの、ひとたび発生すれば甚大な被害をもたらす M9 クラスの巨大地震です。 

発生した場合、ほとんどの地域で震度 6 弱以上、最大で 7 となり、また津波は宇和海沿岸で 9ｍ以上、瀬戸内海沿岸でも３ｍ以上予 

想されます。 

地震、津波等による県内の被害は、死者 16,032 人、建物の全壊 243,628 棟、更に県下のほとんどの地域で電気、ガス、水道が止 

まることから、1 ヶ月後の避難者数は 558,902 人と、多くの方が避難生活をおくることが想定されます。 

●もしもの時のために！ 

住宅の耐震化や家具の転倒防止、早期避難等の日頃の備えで被害は減らせます。 

1．地震発生時にどういった行動をとれば良いか、日頃から考えるとともに、知識を深めましょう。 

2．住宅の耐震化、家具類の転倒防止対策の実施等、住宅の安全確保に力を入れましょう。 

3．防災訓練等の参加や避難場所を把握し、地震発生時に迅速に避難できるようにしましょう。 

地震が起きた直後は、水、食料、日常生活用品もすぐには入手できません。救援活動が受けられるまでの間の水や食料などを各家

庭で蓄えておく必要があります。3 日分以上の備蓄は必要です！お薬を飲まれている方は、避難時に「お薬手帳」をお忘れなく。 

●災害に強い分散型エネルギーLP ガス！  

皆様にご利用いただいている LP ガスは、都市ガスや電力などの系統供給とは異なり、容器に充填した LP ガスを各戸に配送をする

「分散型」供給を行っています。これにより、配管など供給設備の点検も短時間で済み、異常があった場合も迅速に復旧させること      

ができます。例えば、東日本大震災で大きな被害を受けた岩手県、宮城県、福島県では、津波で建物が損壊または流されてしまった

もの等を除いて、地震発生後約 3 週間程度で大方の復旧が完了し、都市ガスおよび電力よりも早い時期に全面復旧を果たしています。 

また「軒下在庫」として常時 LP ガスを容器にストックしているので、万が一配送が滞った場合でも、すぐにガスが切れるというこ

とはありません。例えば 50 ㎏容器が 2 本設置されている場合、1 本の容器に半分程度の LP ガスが残っていれば、およそ 1 ヶ月程 

度はそのまま使用することができます。LP ガスは災害時の備蓄用エネルギーとして、そのままご活用いただくことができます。  

LP ガスは、地震などの過去の大災害においていち早く完全復旧を果たすだけでなく、避難場所や被災者用仮設住宅における調理や

給湯などの主要エネルギーとして活躍し、災害に強いエネルギーであることが実証されています。         

軒先のＬＰガスを使って炊事

や暖を取ることができます。 

停電中でも、右のようなガス

発電機があれば、LP ガスを発

電機の燃料として使えます。 

照明や携帯電話の充電の他、 

水を確保できれば給湯器を使

ってお風呂も沸せます。 

ＬＰガス事業者の復旧
努力、代替輸送、相互
援助活動により、再供
給が可能になります。 

＜非常用電源装置＞ 自宅の LPガスを発電機の燃料として使用で

きます。災害時でも燃料入手の心配もなく、長時間の使用が可能で

す。店舗や一般家庭でライフラインをサポートします。 

地震災害等により家屋が倒壊した場合、被災者は避難所や仮設住宅での生

活を強いられることになります。そんな時でも LP ガスは、給湯、煮炊きに

加え、暖房、発電など行うためのエネルギー源として、当該施設に迅速に

設置し、被災者の生活を支援することができます。これも「分散型」の特

性を活かした大きな強みの一つです。 

避難所で利用される LP ガス        炊き出し 


